

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　バルトは母が亡くなった翌日の 1977 年 10 月 26 日から 2 年近くのあいだ、最愛の母を喪った自
身の痛切な思いを書き残し、それを『喪の日記』46と名づけている。バルトが『明るい部屋』を書いた
































47 ロラン・バルト、 『明るい部屋――写真についての覚書』、花輪光訳、みすず書房、1985 年、p91
17

















































































































































　2008 年の 9 月に父が蒸発をした。7 年ぶりの蒸発だった。父には昔から蒸発癖があった。私が







ごしていると思われていた。だが、2008 年の 9 月、突然父はまた会社を無断欠勤し、行方をくらま
せたのだった。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 『photographers' gallery press7』　photographers' gallery　2008 年
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